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<論文内容の要旨 > 
スポーツにおけるパフォーマンスの向上は，この運動スキルの獲得が要因としてあげられ，
運動スキルを獲得するための学習環境を整えることが必要である．（本研究では，スポーツ
で必要とされる複雑な動作を，個人がどの程度うまくできるかという能力を「運動スキル」
と表現している．） 
その一方で，運動スキル獲得において動作の修正を行う際に，客観的に観察される行為と
動作者本人の動作意識とのズレ（運動の不感性）が問題点として挙げられる．動作意識とは，
「動作中に本人が主体的に感じ取る感覚や体験」を動作意識と定義され，運動学習において
自身の動作を修正するためには，学習者自身が自身の動作意識を正確に把握することが重要
である．さらに，運動学習者自身が運動スキルを獲得していくためには自身の動作の修正に
際し，適切な課題設定を行っていくことも重要な要素である。 
つまり、運動スキル獲得には、運動学習が動作意識を正確に把握し、適切な課題設定を行う
ことができるような学習環境の整備、支援法が必要である。 
この課題を解決するためのツールとして近年，学習者の動作の観察の際に，ビデオ映像が
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活用されており，最近ではスーパースロー映像の有効性が示唆されている．スーパースロー
映像は人の細かい動きをとらえる際に有効であり，運動スキル獲得においても有効性を示す
と考えられる． 
そこで、本研究では，運動学習者の運動スキル獲得において，動作意識の把握，および明
確な課題設定に向けて運動学習場面におけるスーパースロー映像の有効性を検証し、その活
用方法の提案を行った。 
第 1 の研究（第 2章）では，運動学習者が目指すべく運動スキル獲得に向けた「課題設定」
を構成する要因を明らかにすることを目的として，エキスパートやり投げ競技者を対象に，
運動スキル獲得に向けた学習課題の設定に関して，スーパースロー映像を資料として用いて
深層的・半構造的・自由回答的インタビューを実施して動作意識の視点から質的分析を用い
て明らかにした．加えて，スーパースロー映像をインタビューに用いて，対象者の運動スキ
ル獲得に向けた課題設定に及ぼす影響を事例的に検討した． 
インタビューによって得られた発話データを分析した結果，優れた運動競技者の課題設定は，
「モニタリング」，「ズレの気づき」，「課題の意識化」，「動作理解」，「動作の焦点化」，「関連
性の気づき」，「動作の価値付け」，および「動作意識と動きの対応付け」の 8 つのサブカテ
ゴリーに分類され，最終的に，「課題把握」，「学習の方向付け」，および「動作意識の洗練化」
の 3 つのカテゴリーに分類された．結果として，優れた運動競技者は自身の動作意識に注意
を向けながら課題を把握し，指導者からの指摘を客観的に観察される動きと自身の動作意識
の間で生じるズレを解消していくことで動作意識の洗練化を図っていることが明らかとな
ったことに加えて，スーパースロー映像を観察することで観察者の動作意識の洗練化を促進
することが示唆された． 
第 2 の研究（第 3章）では近年，運動学習に有効であるとされているスーパースロー映像
の効率的な活用方法を検討するため，優れた運動指導者を対象として，異なる 4 種のフレ
ームレート（30fps，60fps，120fps，240fps）のやり投げ試技映像を用いて運動観察におけ
るスーパースロー映像の観察行動，および映像中の運動学習者の運動スキル獲得に向けた動
作の修正についてインタビューを実施し分析を行った．分析の結果，スーパースロー映像を
運動の観察に活用することで，動作の修正に対する指導者（観察者）の視点を動作意識に向
けさせること，および通常の速度の映像と併用して観察することによって動的姿勢における
動作の課題設定に対する有効性が明らかとなった． 
第 3 の研究（第 4章）では，第 1 の研究，および第 2 の研究から明らかとなった結果を基
に，実際の練習場面におけるスーパースロー映像の活用を試みた．ここでは，運動学習者に
対してスーパースロー映像と通常の速度の映像を提示し，運動スキル獲得のための課題設定
に関する発話を深層的・半構造的・自由回答的インタビューによって得た．これらの手続き
を 5回にわたり行い，実践前と実践後の運動学習者の運動スキル獲得における課題設定の変
容を分析した．結果として，運動スキル獲得に向けた運動学習者の学習課題の設定は，本活
用提案の実践前と実践後において「課題把握」のカテゴリーでは「ズレの気づき」，「学習の
方向付け」のカテゴリーでは「関連性の気づき」，および「動作意識の洗練化」のカテゴリ
ーでは「動作意識と動きの対応付け」のサブカテゴリーがそれぞれ生起し，対象者は自身の
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試技のスーパースロー映像を観察することにより，観察される動きと自身の動作意識の間で
生じる不感性を解消させ，動作の自動化を図りながら課題を一連の動きの中でとらえること
が可能になったことが示唆された．加えて，各対象者の記録についても 7 名中 6名が実践後
に自己ベスト，もしくはシーズンベストを記録していることからも運動スキル獲得における
スーパースロー映像の有効性を示すものと考えられる． 
以上のことから，運動スキル獲得のために、スーパースロー映像を活用すると、動作意識
を正確に把握でき、また適切な課題設定を行うことができるようになることが明らかとなっ
た。さらに、実際その成果が記録として表れると思われた。 
 
 
< 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 > 
 論文審査は、１月 23 日（木）13 時から、主査・渡部信一教授、佐藤克美准教授、および
熊井正之教授を審査員として実施された。 
最初に伊勢只義氏本人から 30 分の本論文の内容に関しての説明がなされ、その後、20 分に
わたり質疑応答が実施された。特に、予備審査で要修正とされた 11箇所の修正点について、
どのように修正・加筆されたかについて質疑応答が実施された。 
 特に、予備審査で問題となった点のうち「各章の論がつながるように筋道を立てて丁寧に
解説する」「本研究でやり投げを研究対象とした理由を丁寧に説明する」「最大フレームレー
トを 240fps にした理由，および研究に使用した高速度カメラの最大フレームレートを追記
する」について質疑応答がなされ、審査委員会として適切に修正されていることを確認した。 
 
 本論文は以下の 3点において評価できる． 
 
 1点目は，運動スキル獲得に向けた方略を考察する際の課題設定の分析の視点を学習者自
身の動作意識に焦点を当てていることである．運動スキル獲得において動作の修正を行う際
に，客観的に観察される行為と動作者本人の動作意識とのズレ（運動の不感性）が問題点と
して挙げられる．そこで本研究では「動作中に本人が主体的に感じ取る感覚や体験」と定義
される動作意識を取り上げ，運動学習において自身の動作を修正するためには，学習者自身
が自身の動作意識を正確に把握し運動スキル獲得に向けた課題設定を行うことの重要性に
言及しているところに新規性が見いだされる． 
 
 2点目は運動学習場面において ICT の活用提案を行っている点である．本研究ではスーパ
ースロー映像を用いることで運動学習者の運動スキル獲得にどのような効果を生むのかを
スーパースロー映像を用いて優れた運動競技者にインタビューを実施し運動スキル獲得に
向けた課題設定を事例的に検討した結果からスーパースロー映像が観察者の動作意識を洗
練させていることが示され，スーパースロー映像の有効性が明らかになった．加えて、第 3
章では，具体的な活用方法（240fps と 30fps の映像を併用して観察することで学習効果が
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高い）を考察していることも新規性に富んだ研究内容となっている． 
 
 3点目は第 4章において，これまで事例的に検討されてきた運動スキル獲得におけるスー
パースロー映像の活用方法を総括し，活用提案として実際の運動学習場面において実践的検
証を行っている点である．これまでの運動学習に関する研究は運動スキル獲得において必要
な要因や概念を追及すること，スーパースロー映像については具体的な有効性の検証を行わ
ずに運動学習場面で使用するのみにとどまっていた．そこで本研究では，スーパースロー映
像の活用提案を 2 つの研究成果から考察・提案し，実践的検証をもってスーパースロー映像
の本活用提案の有効性を示したところに本研究の独自性があげられる． 
 
 以上の 3点，動作意識を把握しながらの課題設定の重要性に関する言及，その課題設定に
向けたスーパースロー映像の活用方法の考察，およびその活用提案の実践的検証が運動スキ
ル獲得におけるスーパースロー映像の活用提案を考察する本研究の優れた点であり，新規
性・独自性・有効性において評価できるものであると考えられる． 
 
 よって、本論文は博士(教育情報学)の学位論文として合格と認める。 
 
 
